
様式１（主な取組）

【 098-866-2428 】担当部課 【連絡先】 生活福祉部保護・援護課 関連URL ―

　戦友や遺族等が深い思いを込めて建立した慰霊
塔（碑）の中には、関係者の高齢化等に伴い、十分
に管理がなされていない課題が顕在化していること
から、慰霊塔（碑）の建立状況を把握し、今後の管
理方法等について検討を行う。

県,市町村等,関係団体

関係機関と連携した個々の慰霊碑（塔）の管理や支援のあり方の検討と課題解決への取組

関係機関との意見交換回数（累計）

２回 １回（３回） １回（４回）

１　取組の概要（Plan）

主な取組（アクティビティ）
実施
主体

年度別計画

活動指標（アウトプット）

R4 R5 R6

主な取組 慰霊碑（塔）の適正な管理 対応する成果指標 平和祈念資料館による平和講話等の実施学校数

施策の方向
・県内に多く設置されている慰霊碑や慰霊塔の一部においては、関係者の高齢化等に伴い十分に管理されていない状況等にあることから、管理実
態の調査結果等を踏まえつつ、国や市町村、関係団体と連携を図りながら管理や支援のあり方を個々に検討し、課題解決に取り組みます。

「主な取組」検証票

施策展開 4-(1)-イ 沖縄戦の実相・教訓の次世代継承
施 策 ①平和学習の推進及び次世代への継承

施策の小項目名 ○慰霊碑（塔）の適正な管理等
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様式１（主な取組）

（1）取組の進捗状況 （単位：千円）

活動概要

順調

R5年度 実績値(A) 目標値(B)
達成割合

A/B 　令和２年度の管理困難慰霊塔調査結果に基づ
き、管理者不明及び管理困難な慰霊塔（碑）が所
在する久米島町及び糸満市と意見交換を行った。2回 1回 2回 １回（４回） 100.0%

令和6年度活動内容 令和7年度活動計画

　令和２年度の管理困難慰霊塔調査結果に基づき、管理者不明
及び管理困難な慰霊塔（碑）が所在する２自治体と意見交換を
行った。

　令和２年度の管理困難慰霊塔調査結果に基づき、管理者不明
及び管理困難な慰霊塔（碑）が所在する関係機関と意見交換を
行う。

活動指標名
関係機関との意見交換回数（累
計）

R6年度
進捗状況

実績値

R4年度

実施方法 当初予算額

県単等 直接実施 117 35 県単等 直接実施 101

主な財源 実施方法
R5年度 R6年度 R7年度

決算額 決算見込額 主な財源

２　取組の状況（Do）

予算事業名 慰霊等事業費（管理困難慰霊塔（碑）市町村等意見交換） 予算事業名 慰霊等事業費（管理困難慰霊塔（碑）市町村等意見交換）
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様式１（主な取組）

 (２)これまでの改善案の反映状況

４　取組の改善案（Action）

④ 社会・経済情勢の
変化(外部環境の変
化)

　・現在、各団体が建立した慰霊塔（碑）の中には、関係者
の高齢化等に伴い、十分に管理がなされていないなど課題が
顕在化している。

⑤ 情報発信等の強
化・改善

　・国内民間建立慰霊碑移設等事業補助金の活用について、
県ホームページに掲載するとともに県内市町村に周知を行
う。

３　取組の検証（Check）

類型 内容 類型 内容

② 他の実施主体の状
況(内部要因)

　・慰霊塔（碑）は建立者の財産であり、その維持管理等に
ついては本来建立者の責任において行うべきものであるた
め、そのあり方については、建立者等の意向を尊重する必要
がある。 

② 連携の強化・改善

　・管理困難な慰霊塔（碑）が所在する市町村等と意見交換
を実施するなどして、現状を把握するとともに、関係機関と
連携して個別に対応策等を検討する。

進捗状況の判定根拠、要因及び取組の効果

　関係機関との意見交換回数の目標１回に対し、久米島町及び糸満市と意見交換を行ったため、「順調」と判断した。 
令和２年度に実施した調査結果により、土地所有者の意向や慰霊塔の管理状況等がそれぞれ異なることかが確認されたことから、個別に対応策等を検討するため、管理困難慰霊
塔検討事業の基礎資料を活用して基礎自治体である市町村と意見交換を行った。

令和6年度の取組改善案 反映状況

○管理困難慰霊塔検討事業の基礎資料を活用し、管理困難な慰霊塔（碑）が所在する
市町村等と意見交換を実施するなど、関係機関と連携して個別に対応策等を検討す
る。

○管理困難慰霊塔検討事業の基礎資料を活用し、管理困難な慰霊塔（碑）が所在する市町
村と意見交換を行った。
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